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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一の事象の予測結果を可変区間型の仮想証券として取引をさせることで前記一の事象の
予測結果を募る予測市場を管理するサーバ装置と、前記サーバ装置とネットワークを介し
て通信可能なクライアント装置を備える情報処理システムであって、
　前記クライアント装置は、
　前記仮想証券を取引する際の取引区間の上限値及び下限値を特定するための区間情報の
入力を受け付ける第１の受付手段と、
　前記仮想証券の取引量の入力を受け付ける第２の受付手段と、
　前記取引区間における仮想証券の価格と、前記価格と前記取引量とを用いて決定される
取引設定に従って前記仮想証券を取引した後の当該ユーザの資産情報と、を表示部に表示
する表示手段と、
　前記仮想証券の取引設定の確定入力を受け付ける第３の受付手段と、
　を備え、
　前記サーバ装置は、
　前記第３の受付手段が前記取引設定の確定を受け付けた後に、前記取引設定を用いて前
記仮想証券の価格分布を更新する証券価格更新手段と、
　前記証券価格更新手段により更新された前記仮想証券の価格分布に従って、前記仮想証
券を保有するユーザの資産の更新を行うユーザ資産更新手段と
　を備えることを特徴とする情報処理システム。
【請求項２】
　前記表示手段は、前記仮想証券の価格分布をユーザに提示するための価格分布情報の表
示をさらに表示部に行い、
　価格分布情報が表示されている領域に対するポインティングデバイスによる操作により
前記第１の受付手段は区間情報の入力を、前記第２の受付手段は取引量の入力を、それぞ
れ受け付け、
　前記表示手段はさらに、前記取引区間及び前記取引量を示す矩形を前記価格分布情報に
重ねて表示すること
　を特徴とする請求項１に記載の情報処理システム。
【請求項３】
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　前記クライアント装置は、前記取引設定の仮登録の指定を受け付ける第４の受付手段を
更に備え、
　前記第３の受付手段は、前記第４の受付手段で仮登録の指定を受け付けた取引設定のい
ずれかに対する確定入力を受け付ける
　ことを特徴とする請求項１または２に記載の情報処理システム。
【請求項４】
　前記表示手段は、前記証券価格更新手段による仮想証券の価格分布の更新に応じて前記
価格分布情報の表示を更新すること
　を特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の情報処理システム。
【請求項５】
　前記サーバ装置はさらに、
　前記一の事象の結果の入力を受け付ける第５の受付手段と、
　前記第５の受付手段で受け付けた前記一の事象の結果に従って、ユーザに対する配当を
算出する配当算出手段をさらに備え、
　前記ユーザ資産更新手段は、前記ユーザのうち、前記第５の受付手段が受け付けた事象
の結果を取引区間に含む仮想証券を保有するユーザの資産を、前記配当を用いて更新する
こと
　を特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の情報処理システム。
【請求項６】
　前記証券価格更新手段は、ユーザが新たに取引を行った仮想証券の取引区間、取引区間
の平均、取引区間の幅、単価、取引数、保有リスクの時価、更新の重み係数のうち少なく
ともいずれか１つを含むパラメータを用いて仮想証券の平均を更新し、
　更新された該平均を用いて前記仮想証券の価格の正規分布の分散の更新を行い、新たな
価格分布とし、
　前記ユーザ資産更新手段は、仮想証券の新たな価格分布に従って、前記仮想証券を保有
するユーザの資産の更新を行う
　ことを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載の情報処理システム。
【請求項７】
　前記証券価格更新手段は、旧分散に、更新前の平均と更新後の平均の差の２乗を加えた
ものを基準のばらつきとし、前記仮想証券の取引区間の分散に、当該仮想証券の取引区間
の更新前の平均と更新後の平均の差の２乗を加えたものを更新のばらつきとし、前記基準
のばらつきと前記更新のばらつきを重み係数で按分したもので前記仮想証券の価格の正規
分布の分散の更新を行う
　ことを特徴とする請求項１乃至６のいずれか１項に記載の情報処理システム。
【請求項８】
　一の事象の予測結果を可変区間型の仮想証券として取引をさせることで前記一の事象の
予測結果を募る予測市場を管理するサーバ装置と、前記サーバ装置とネットワークを介し
て通信可能なクライアント装置を備える情報処理システムにより行われる情報処理方法で
あって、
　前記クライアント装置の第１の受付手段が、前記仮想証券を取引する際の取引区間の上
限値及び下限値を特定するための区間情報の入力を受け付ける第１の受付工程と、
　前記クライアント装置の第２の受付手段が、前記仮想証券の取引量の入力を受け付ける
第２の受付工程と、
　前記クライアント装置の表示手段が、前記取引区間における仮想証券の価格と、前記価
格と前記取引量とを用いて決定される取引設定に従って前記仮想証券を取引した後の当該
ユーザの資産情報と、を表示部に表示する表示工程と、
　前記クライアント装置の第３の受付手段が、前記仮想証券の取引設定の確定入力を受け
付ける第３の受付工程と、
　前記サーバ装置の証券価格更新手段が、前記第３の受付工程が前記取引設定の確定を受
け付けた後に、前記取引設定を用いて前記仮想証券の価格分布を更新する証券価格更新工
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程と、
　前記サーバ装置のユーザ資産更新手段が、前記証券価格更新手段により更新された仮想
証券の価格分布に従って、前記仮想証券を保有するユーザの資産の更新を行うユーザ資産
更新工程と
　を備えることを特徴とする情報処理方法。
【請求項９】
　一の事象の予測結果を可変区間型の仮想証券として取引をさせることで前記一の事象の
予測結果を募る予測市場を管理するサーバ装置と、前記サーバ装置とネットワークを介し
て通信可能なクライアント装置を備える情報処理システムで実行されるコンピュータプロ
グラムであって、
　前記クライアント装置を、
　前記仮想証券を取引する際の取引区間の上限値及び下限値を特定するための区間情報の
入力を受け付ける第１の受付手段と、
　前記仮想証券の取引量の入力を受け付ける第２の受付手段と、
　前記取引区間における仮想証券の価格と、前記価格と前記取引量とを用いて決定される
取引設定に従って前記仮想証券を取引した後の当該ユーザの資産情報と、を表示部に表示
する表示手段と、
　前記仮想証券の取引設定の確定入力を受け付ける第３の受付手段
　として機能させ、
　前記サーバ装置を、
　前記第３の受付手段が前記取引設定の確定を受け付けた後に、前記取引設定を用いて前
記仮想証券の価格分布を更新する証券価格更新手段と、
　前記証券価格更新手段により更新された仮想証券の価格分布に従って、前記仮想証券を
保有するユーザの資産の更新を行うユーザ資産更新手段
　として機能させることを特徴とするコンピュータプログラム。
【請求項１０】
　コンピュータを、一の事象の予測結果を可変区間型の仮想証券として取引をさせること
で前記一の事象の予測結果を募る予測市場を管理するサーバ装置とネットワークを介して
通信可能なクライアント装置として機能させるためのコンピュータプログラムであって、
　前記コンピュータを、
　前記仮想証券を取引する際の取引区間の上限値及び下限値を特定するための区間情報の
入力を受け付ける第１の受付手段と、
　前記仮想証券の取引量の入力を受け付ける第２の受付手段と、
　前記取引区間における仮想証券の価格と、前記価格と前記取引量とを用いて決定される
取引設定に従って前記仮想証券を取引した後の当該ユーザの資産情報と、を表示部に表示
する表示手段と、
　前記仮想証券の取引設定の確定入力を受け付ける第３の受付手段
　として機能させることを特徴とするコンピュータプログラム。
【請求項１１】
　前記表示手段は、前記仮想証券の価格分布をユーザに提示するための価格分布情報の表
示をさらに表示部に行い、
　価格分布情報が表示されている領域に対するポインティングデバイスによる操作に従っ
て、前記第１の受付手段は仮想証券の区間情報の入力を、前記第２の受付手段は仮想証券
の取引量の入力を、それぞれ受け付け、
　前記表示手段はさらに、前記取引区間及び前記取引量を示す矩形を前記価格分布情報に
重ねて表示すること
　を特徴とする請求項１０に記載のコンピュータプログラム。
【請求項１２】
　前記コンピュータを更に、前記取引設定の仮登録の指定を受け付ける第４の受付手段と
して機能させ、
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　前記第３の受付手段は、前記第４の受付手段で仮登録の指定を受け付けた取引設定のい
ずれかに対する確定入力を受け付ける
　ことを特徴とする請求項１０または１１に記載のコンピュータプログラム。
【請求項１３】
　前記表示手段は、前記サーバ装置の証券価格更新手段による前記取引設定を用いた前記
仮想証券の価格分布の更新に応じて、前記価格分布の表示を更新すること
　を特徴とする請求項１０乃至１２のいずれか１項に記載のコンピュータプログラム。
【請求項１４】
　一の事象の予測結果を可変区間型の仮想証券として取引をさせることで前記一の事象の
予測結果を募る予測市場を管理するサーバ装置とネットワークを介して通信可能な情報処
理装置であって、
　前記仮想証券を取引する際の取引区間の上限値及び下限値を特定するための区間情報の
入力を受け付ける第１の受付手段と、
　前記仮想証券の取引量の入力を受け付ける第２の受付手段と、
　前記取引区間における仮想証券の価格と、前記価格と前記取引量とを用いて決定される
取引設定に従って前記仮想証券を取引した後の当該ユーザの資産情報と、を表示部に表示
する表示手段と、
　前記仮想証券の取引設定の確定入力を受け付ける第３の受付手段と、
　を備えることを特徴とする情報処理装置。
【請求項１５】
　一の事象の予測結果を可変区間型の仮想証券として取引をさせることで前記一の事象の
予測結果を募る予測市場を管理するサーバ装置とネットワークを介して通信可能な情報処
理装置によって行われる情報処理方法であって、
　前記仮想証券を取引する際の取引区間の上限値及び下限値を特定するための区間情報の
入力を受け付ける第１の受付工程と、
　前記仮想証券の取引量の入力を受け付ける第２の受付工程と、
　前記取引における仮想証券の価格と、前記価格と前記取引量とを用いて決定される取引
設定に従って前記仮想証券を取引した後の当該ユーザの資産情報と、を表示部に表示する
表示工程、
　前記仮想証券の取引設定の確定入力を受け付ける第３の受付工程と、
　を備えることを特徴とする情報処理方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】情報処理システム、情報処理方法、情報処理装置、及びコンピュータプグ
ラム
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、ある不確定事象を予測する予測市場システムにおける証券の価格分布により
、当該事象の将来の予測を行う情報処理システム、情報処理方法、情報処理装置、及びコ
ンピュータプログラムに関する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　そこで、本発明は、上記問題や必要性に鑑み、可変区間型証券を用いた予測市場におい
て、参加者が効率的に証券取引を行うことができる情報処理システム、情報処理方法、情
報処理装置、及びコンピュータプログラムを提供することを目的とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　上記目的を達成するために、請求項１記載の情報処理システムは、一の事象の予測結果
を可変区間型の仮想証券として取引をさせることで前記一の事象の予測結果を募る予測市
場を管理するサーバ装置と、前記サーバ装置とネットワークを介して通信可能なクライア
ント装置を備える情報処理システムであって、前記クライアント装置は、前記仮想証券を
取引する際の取引区間の上限値及び下限値を特定するための区間情報の入力を受け付ける
第１の受付手段と、前記仮想証券の取引量の入力を受け付ける第２の受付手段と、前記取
引区間における仮想証券の価格と、前記価格と前記取引量とを用いて決定される取引設定
に従って前記仮想証券を取引した後の当該ユーザの資産情報と、を表示部に表示する表示
手段と、前記仮想証券の取引設定の確定入力を受け付ける第３の受付手段と、を備え、前
記サーバ装置は、前記第３の受付手段が前記取引設定の確定を受け付けた後に、前記取引
設定を用いて前記仮想証券の価格分布を更新する証券価格更新手段と、前記証券価格更新
手段により更新された前記仮想証券の価格分布に従って、前記仮想証券を保有するユーザ
の資産の更新を行うユーザ資産更新手段とを備えることを特徴とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　上記目的を達成するために、請求項８記載の情報処理方法は、一の事象の予測結果を可
変区間型の仮想証券として取引をさせることで前記一の事象の予測結果を募る予測市場を
管理するサーバ装置と、前記サーバ装置とネットワークを介して通信可能なクライアント
装置を備える情報処理システムにより行われる情報処理方法であって、前記クライアント
装置の第１の受付手段が、前記仮想証券を取引する際の取引区間の上限値及び下限値を特
定するための区間情報の入力を受け付ける第１の受付工程と、前記クライアント装置の第
２の受付手段が、前記仮想証券の取引量の入力を受け付ける第２の受付工程と、前記クラ
イアント装置の表示手段が、前記取引区間における仮想証券の価格と、前記価格と前記取
引量とを用いて決定される取引設定に従って前記仮想証券を取引した後の当該ユーザの資
産情報と、を表示部に表示する表示工程と、前記クライアント装置の第３の受付手段が、
前記仮想証券の取引設定の確定入力を受け付ける第３の受付工程と、前記サーバ装置の証
券価格更新手段が、前記第３の受付工程が前記取引設定の確定を受け付けた後に、前記取
引設定を用いて前記仮想証券の価格分布を更新する証券価格更新工程と、前記サーバ装置
のユーザ資産更新手段が、前記証券価格更新手段により更新された仮想証券の価格分布に
従って、前記仮想証券を保有するユーザの資産の更新を行うユーザ資産更新工程とを備え
ることを特徴とする。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　上記目的を達成するために、請求項９記載のコンピュータプログラムは、一の事象の予
測結果を可変区間型の仮想証券として取引をさせることで前記一の事象の予測結果を募る
予測市場を管理するサーバ装置と、前記サーバ装置とネットワークを介して通信可能なク
ライアント装置を備える情報処理システムで実行されるコンピュータプログラムであって
、前記クライアント装置を、前記仮想証券を取引する際の取引区間の上限値及び下限値を
特定するための区間情報の入力を受け付ける第１の受付手段と、前記仮想証券の取引量の
入力を受け付ける第２の受付手段と、前記取引区間における仮想証券の価格と、前記価格
と前記取引量とを用いて決定される取引設定に従って前記仮想証券を取引した後の当該ユ
ーザの資産情報と、を表示部に表示する表示手段と、前記仮想証券の取引設定の確定入力
を受け付ける第３の受付手段として機能させ、前記サーバ装置を、前記第３の受付手段が
前記取引設定の確定を受け付けた後に、前記取引設定を用いて前記仮想証券の価格分布を
更新する証券価格更新手段と、前記証券価格更新手段により更新された仮想証券の価格分
布に従って、前記仮想証券を保有するユーザの資産の更新を行うユーザ資産更新手段とし
て機能させることを特徴とする。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　上記の目的を達成するために、請求項１０記載のコンピュータプログラムは、コンピュ
ータを、一の事象の予測結果を可変区間型の仮想証券として取引をさせることで前記一の
事象の予測結果を募る予測市場を管理するサーバ装置とネットワークを介して通信可能な
クライアント装置として機能させるためのコンピュータプログラムであって、前記コンピ
ュータを、前記仮想証券を取引する際の取引区間の上限値及び下限値を特定するための区
間情報の入力を受け付ける第１の受付手段と、前記仮想証券の取引量の入力を受け付ける
第２の受付手段と、前記取引区間における仮想証券の価格と、前記価格と前記取引量とを
用いて決定される取引設定に従って前記仮想証券を取引した後の当該ユーザの資産情報と
、を表示部に表示する表示手段と、前記仮想証券の取引設定の確定入力を受け付ける第３
の受付手段として機能させることを特徴とするとして機能させることを特徴とする。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　データベースサーバ１０１は、ある事象の結果を上述した可変区間型証券を用いて予測
する予測市場に参加するユーザのユーザ情報を記憶するユーザマスタ、過去から現在まで
に開設された若しくは将来開設される予定の予測市場の設定を記憶する市場マスタテーブ
ル、各予測市場における証券の価格分布を記憶する価格分布マスタ、各ユーザの資産情報
を記憶する資産情報マスタテーブル、各ユーザの各市場における売買履歴を管理する売買
履歴マスタテーブル等を含む、予測市場システムを運営するために必要な各種マスタデー
タを記憶する情報処理装置である。これらの各種マスタデータの詳細については後述する
。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
　次に、上述した予測市場の管理、運営のために管理サーバ１０２が行う処理について図
４ａ、図４ｂ、図５、図６等を参照して説明する。なお、以下に説明する処理は、原則と
して、管理サーバ１０２内のＣＰＵ２０１が、外部メモリ２０９に記憶されている本処理
を実行させるためのプログラムをＲＡＭ２０２にロードし、当該プログラムに従った処理
を行うことで実行されるものとする。また、クライアント装置１０３側の処理については
、クライアント装置１０３内の不図示のＣＰＵ２０１が外部メモリに記憶されている本処
理を実行させるためのプログラムをＲＡＭにロードし、当該プログラムに従った処理を行
うもので実行されるものとするが、これに限定されるものではなく、ＡＳＰ（Ａｐｐｌｉ
ｃａｔｉｏｎ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｐｒｏｖｉｄｅｒ）を利用した形態であってもよい。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３４】
　５０５は、取引前後での資産の変動情報を示す資産変動表示欄である。証券購入情報指
定欄５０４での証券購入情報指定の変更に従って、その指定により証券を購入した場合に
資産がどのように変動するかを、現在の資産と対照表示させる。資産変動表示欄５０５の
詳細については後述する。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７０】
　単位には、図８に示す市場開設内容データ入力欄８０１中の「単位」に入力された予測
単位が登録される。予測値上限、予測値下限にはそれぞれ、図８に示す市場開設内容デー
タ８０１中の「予測値上限」、「予測値下限」が登録される。この予測値の上下限値内で
の仮想証券の売買が当該市場において行われることになる。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７１】
　単位配当には、図８に示す市場開設内容データ入力欄８０１中の「単位配当」に入力さ
れたデータが登録される。証券上限値には、図８に示す市場開設内容データ入力欄８０１
中の「最大所持可能証券数」に入力されたデータが登録される。この上限値以上の証券を
当該市場では保有することができない。更新ルールには、図８に示す市場開設内容データ
入力欄８０１中の「更新ルール」で設定されたデータが登録される。例えば、０：逐次更
新、１：バッチ更新といった具合である。ここで、「逐次更新」と登録されている市場で
は、取引が行われる毎に価格分布の更新が行われる。また、「バッチ更新」と登録されて
いる市場では、更新要求処理があった場合（更新を行う時間設定を行い、その時間に到達
した場合を含む）に価格分布の更新が行われる。
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